
年末年始も牛乳の消費に
ご協力お願いします！

北海道農政部生産振興局畜産振興課

冬は、気温が低いことや年末年始の帰省や旅行などが
要因で家庭で牛乳が飲まれないこと、学校の長期休暇に
より学校給食がないことから牛乳の消費が落ち込みます。
この時期は消費者の皆様の消費拡大への協力が必要

不可欠です！

乳牛は毎日搾乳しないと乳房炎などの病
気になってしまうため、搾る量を調節するこ
とはできません。
乳業メーカーではこの時期に賞味期限の
長いバターやチーズを多めにつくることで、
生乳（殺菌等をする前の搾ったままの乳）
を有効活用する努力をしていますが、家庭
での牛乳の消費が減ると、生乳が大量に
廃棄されるリスクが高まります。

年末年始は、たくさん牛乳を飲もう！消費者の皆様へ

生乳が廃棄されると･･･

牛乳を飲んで、
健康で豊かな年末年始を過ごしましょう。

生乳の大量廃棄が食品ロスであることは
もちろんのこと、酪農家の所得の減少や生
産基盤の弱体化につながり、酪農家及び
乳牛の減少が懸念されてしまいます。
北海道の生乳生産量は全国の57.8%を
占めています。
北海道の酪農家を支えるため、消費者の
皆様のご協力をお願いします！

なぜ消費が減ったら困るの？


